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　近年，人工知能（AI）技術を用いた画像
処理技術が各分野において応用されつつ
ある。特にディープラーニングを用いた画
像処理や再構成に関する技術革新はめざ
ましく，最近ではノイズ除去技術が核医
学分野において臨床応用され，その有用
性が示されつつある。PET領域では，キ
ヤノンメディカルシステムズ社から

“Advanced intelligent Clear-IQ Engine-
integrated（以下，AiCE-i）”が発表され，
話題を集めている。今回，AiCE-iについて，
ファントム試験結果，臨床例を示しつつ，
その特徴を述べていきたい。

PET領域における 
ディープラーニング技術
を応用したノイズ除去
　Zhangらは，畳み込みニューラルネッ
トワーク（convolutional neural net-
work：CNN）を応用した denoising 
convolutional neural networks（以下，
DnCNNs）を用いて，ノイズレベルが未
知な画像に対してもノイズ除去が可能で
あることを示した 1）。Tsuchiya らは，
DnCNNsをPET画像に応用し，一般的
にノイズ除去として用いられるGaussian 
filterと比較した結果，視覚的にノイズ
特性が向上したと報告している2）。近年，
キヤノンメディカルシステムズ社より，
これを応用した体幹のPET画像に対す
るノイズ除去技術であるAiCE-iが発表

され，臨床応用された。AiCE-iは，画
像再構成後の横断像を入力として8層
のレイヤーで構成され，学習にはノイズ
の少ない高画質のファントム画像や臨床
画像と，そこから作成された重みづけ画
像，ノイズの多い低画質のファントム画
像や臨床画像を用いている（図1）。重み
づけ画像の役割は，コントラストを維持
する方向に学習を制御する目的で用いら
れている2）。これは損失関数の推定にお
いてその精度を高める方法で，具体的に
は，学習に用いるデータ数が少ない場合
でも，小病変や低コントラスト病変の描
出能を向上させることができる2），3）。

AiCE-iのファントム評価

　本邦におけるPET画像に関する画質
の指標として，日本核医学技術学会が
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図1　 AiCE-iの概念
Conv：convolution
ReLU：reactified linear unit
BN：batch normalizataion
FeaOri：feature-oriented

（参考文献2）より引用転載）
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